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①先端農業経営コンソーシアム Team Tokachi
（実証地：北海道）

○気象、土壌、生育のリアルタイムセンシングと農業機械の活用，農作業のカ
イゼンを組み合わせ，コスト低減と品質・収量向上から収益向上を図る

実証の目標

実証の背景と課題
○土地利用型農業の生産性向上には、気象変化、各ほ場の土壌特性に合わせた

機械・設備・人材等の活用の最適化を行い、品質・収量の変動の最小化を目
指す必要

○一方、既存の農業用管理システムは、生産管理か販売管理に特化されたもの
が主流で、作物の生長管理や作業効率化ツールと相互連携が行われていない
ものが多いことが課題

○気象、土壌、生育の状態をリアルタイムに計測するセンサーネットワークと
管理システムとの連携

○ほ場でも手軽に作業を記録できるスマートフォン型営農日誌の提供
○農業機械に高精度の相対測位システム（ＲＴＫ－ＧＰＳ）を搭載

実証したシステムの概要

実証された効果の例（70haの畑作経営での事例）

ファームサポートシステム（イメージ） RTK-GPSを活用したトラクタによる作業

○生育管理の向上で秀品率が向上し、作物（大根）の販売単価が10%向上
○作業分析結果を受け、マルチ資材の改良や播種方法の変更による作業の効率化

により、面積当たり労務費等を27%削減
（利用料：利用する機能やサービス利用形態により異なるため、以下の『問い

合わせ先等』へご連絡下さい。）

○ 十勝をはじめとする農業者へ提供
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：ファームサポーターズ株式会社
電話番号：0120-391-310
https://www.farmsupporters.jp/

コンソーシアムの代表 農業界：(有)道下広長農場
経済界：(株)ＩＨＩ
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②農業データダイナミックモデル開発コンソーシアム
（実証地：栃木県）

○自律多機能ロボットセンシングによる高精度の生産管理を実現

実証の目標

実証の背景と課題

○農作物の生長制御には複数の要因が作用しており、熟練の農業者であっても、
最終的な品質や収穫のタイミングの把握・コントロールは非常に困難

○計画した量・品質の農産物を適正なタイミングで収穫するため、農業生産の
種々のリスク要素を把握・コントロールする簡易で安定的な技術が必要

○自律多機能ロボット、環境計測センサーを用いて、ほ場内の小メッシュ
データを取得。

○計測データを、農産物の生育シミュレーションモデル（農業データダイナ
ミックモデル）により分析し、精度が高い生産管理を実現。

実証したシステムの概要

○自律多機能ロボットの活用により、人によるデータ収集と比較して小メッ
シュデータの取得費用は2,060万円/10a以上の削減、小メッシュデータの取得
時間7.8時間/10aの削減

○生育シミュレーションの活用により、農薬の廃棄率5％低減、A品率10％向上
が見込まれる。
（料金：対象作物やほ場面積等により異なるため、以下の『問い合わせ先等』ご連絡下さい。）

○一定の耕作規模及び売上規模を有する農業経営体向けに普及・販売中
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社日本総合研究所 創発戦略センター
Email： 100860-agri4_donkey_jri@ml.jri.co.jp

コンソーシアムの代表 農業界： (株)美土里農園
経済界：(株)日本総合研究所

実証された効果の例

環境計測センサー自律多機能ロボット
（実証機）

肥料散布量のほ場内のばらつき
（見える化のイメージ）
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③越後スマート農業プロジェクト（実証地：新潟県）

○ICTを活用し生産性向上と高付加価値化を可能とする農業生産・経営管理シス
テムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○ 農作業においては、ほ場毎に栽培状況が異なるため、経験者からの指示が無
ければ、適切な作業や管理情報の記録が困難で時間もかかる。

○ ほ場単位でのコスト、収益の現状や低収益ほ場の原因が把握しづらいため、
農業従事者全員が次期の栽培予測や作業計画を改善することが困難

○近距離無線の札（NFCタグ）やドローンによるほ場画像を活用したほ場単位
での作業内容の確認とスマホにより作業記録を行う営農支援システムを開発

○ ほ場でスマホをかざして、ほ場毎・日毎の作業指示書・作業実績を作成・共
有し、ほ場単位での営農収支の予測・管理が可能

実証したシステムの概要

実証された効果の例（60haの稲作経営での事例）

ほ場でスマホをＮＦＣタグに
かざして作業内容を確認・記録システム画像（イメージ）

○ ほ場単位でのNFCタグで農業機械等の稼働状況を把握することにより、データ
入力（日報等）作業時間を削減 → 約2万円/月の労働費を削減

○ 作業指示時間の短縮および作業間違いの防止による労働費を削減
→約4万円/月の労働費を削減
（利用料：初期導入費用15万円＋月額利用料6,500円。初期導入費用にはほ場

登録作業等含む）

○ 新潟県内に普及させている「未来ファームMINORI」を全国的に販売
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：上越ICT事業協同組合（株式会社アイテック）
電話番号：025-526-4718
https://joetsu-ict.net/minori

コンソーシアムの代表 農業界：(株)ふるさと未来
経済界：(株)アイテック
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④米づくりカイゼンネットワーク（実証地：愛知県）

○産業界のカイゼン手法を米づくりに応用し競争力を強化

実証の目標

実証の背景と課題

○農作業の見える化やこれを踏まえた農作業の標準化がなされておらず、効率
的な作業が行われていない。

○農作業の情報が組織内で共有されておらず、効率的な作業計画が設定できて
いないため、無駄な動きや作業が発生

○IT管理ツール「豊作計画」を活用した営農の視える化
○データ解析による課題の視える化、優先順位の決定、生産現場での作業標準

化(手順書作成等)、生産者毎の現場改善
○これら「豊作計画」を通じた改善コンサルの強化など生産者育成手法を確立

実証したシステムの概要

実証された効果の例（140haの稲作経営での事例）

稲作経営モデルのイメージ

○苗の作りすぎのムダを削減し育苗資材費を30％削減。
○稲刈り、乾燥、玄米工程の改善により、3つの作業の総労働時間を50％低減
○その他作業負荷の平準化などにより、年間労務時間を15％削減

（利用料：耕作作物や経営規模等により異なるため、以下の『問い合わせ先
等』へご連絡下さい。）

○ 全国の自治体と連携し、導入経営体を全国で拡大中
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：トヨタ自動車株式会社 現場改善サポートセンター
電話番号：0120-59-8039
https://www.toyota.co.jp/agri_genbakaizen/index.html 

コンソーシアムの代表 農業界：(有)鍋八農産、
経済界：トヨタ自動車(株)

現場での作業計画策定

４



⑤作業計画管理支援システム（ＰＭＳ）活用コンソーシア
ム（実証地：岡山県）

○農作業管理と会計管理とを連動させた生産・経営管理システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題

○農業での精算・経営管理において、農作業の計画管理、会計、販売、税務申
告それぞれ独立したソフトはあるが、これらが連動しているソフトはない。

○また、会計ソフトにあっては、バーコード（ＪＡＮコード）情報と連動した
会計情報を簡単に記録できる農業用のものがない。

○農研機構が開発したフリーソフト作業計画管理支援システム（PMS）と資金
管理システムを活用し、農作業記録、物の移動記録及び会計記録を連動させ
た新たな生産・経営管理システムを開発

○また、このシステムでは、会計情報を簡単に記録できるバーコード情報との
連動が可能

実証したシステムの概要

実証された効果の例（50haの水稲経営での事例）

データの閲覧イメージシステムでのほ場管理イメージ

○入出金確認および会計記録、伝票作成作業時間の削減（95時間/年の削減）
→時給1,000円とした場合、95,000円/年の削減。

○農作業と会計の同時管理がほ場ごとに可能となり、ほ場ごとや作物ごとの経営
判断にも活用可能。
（料金：料金は、利用する機能やサービスに応じて異なるため、以下の『問い

合わせ先等』へご連絡下さい。）

○ サンプル版をホームページで無料公開し全国へ普及
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：株式会社ルークシステム
電話番号：086-206-3137
https://www.lukesys.co.jp/index.php?PMS 

コンソーシアムの代表 農業界：(株)夢ファーム
経済界：(株)ルークシステム
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⑥サンライズ先端農業コンソーシアム
（実証地：愛媛県・大分県）

○カラーコードを活用した作業記録管理システムの開発と自動車工場での現場
改善活動を農作業現場に応用した効率的な生産方法の確立

実証の目標

実証の背景と課題

○農作業現場においては作業記録が適確に行われないことが多く、問題点の把
握が困難

○作業環境や作業手順などにムダがあり作業が非効率

○農作業現場に設置したカラーコードをスマートフォンで読み取り、人の作業
内容、時間、場所等を定量的に把握・可視化・管理し、作業数の分析と削減
対策を実行

○自動車工場での現場改善活動を農業分野へ応用し、農作業プロセスのムダを
顕在化させ、作業の改善を実施

実証したシステムの概要

実証された効果の例（5haの露地経営および1haの施設園芸での事例）

からくり装置導入による作業改善

○年間で移動時間１３％、事業外時間２３．６％削減 （露地経営）
○作業場レイアウトの変更、作業のマニュアル化等により、労務費・光熱費・資

材費を30%削減 （施設園芸）
（料金：料金は、耕作作物・経営規模等に応じて異なるため、以下の『問い合

わせ先等』へご連絡下さい。）

○ 実証地を中心に全国の農業者・教育機関に向けて普及を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社
電話番号：03-5148-5321
企業名：日産自動車株式会社IPプロモーション部 日産コンサルティング
電話番号：045-523-5308
https://www.nissan-global.com/JP/CONSULTING/

コンソーシアムの代表 農業界：(有)クドウグリーンテック
経済界：住友化学(株)

日産自動車（株）

農作業の可視化システム

６



⑦若あゆと古代ロマンの里うまい米作りコンソーシアム
（実証地：山形県）

○低コスト衛星データを利用した中山間地域における「ブランド米生産管理シ
ステム」の確立

実証の目標

実証の背景と課題

○平地と比較して、ほ場規模の制約等から生産コストが割高な中山間地におい
て、品質および収量を安定させるために、水稲の生育のバラつき状況を簡易
で安価に把握する手段がない。

○安価な公共衛星画像データから推定した植生の状況（NDVI）、葉緑素の含
有量（SPAD）を電子ほ場図と連動させほ場毎の生育状況が閲覧できる「舟

形町稲生育管理アプリ」を開発
○開発したアプリで、生育状況把握や水管理などの労働時間を短縮、また、

ほ場単位で生育状況や肥料が有効な期間を把握し、肥料の使用量を最適化

実証したシステムの概要

実証された効果の例（20haの稲作経営での事例）

舟形町稲管理アプリの特徴舟形町稲管理アプリのイメージ

○衛星を利用したシステムからの情報を活用し、見回りが減少すること等により
生産費が15%削減

○衛星画像データから試験ほ場内の玄米タンパク量を10mメッシュで推定し、追
肥の判断材料として使用した結果、タンパク値が10％低下（品質向上）
（料金：ご提供する営農情報の種類や数、情報の更新頻度、利用する衛星など

により価格が異なるため、以下の『問い合わせ先等』へご連絡下さい。）

○ 山形県を中心にＰＲし、全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：有人宇宙システム株式会社
電話番号：03-3211-2060
https://www.jamss.co.jp/space_utilization/remo-farm/

コンソーシアムの代表 農業界：佐藤 勇
経済界：有人宇宙システム(株)
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